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人 文 自 然 論 叢 73‒74
付　記
　本論は、₂₀₁₅年₁₁月の₂₀₁₅年度人文地理学会大会（於・大阪大学）において口頭発表し
た内容に加筆し、修正したものである。
注
１） 地理学、キャリアデザインⅡ、進路指導概論の各受講生₃₅名中₁₈名が高校での地理に
ついては未履修。４名が未回答であった。
２） フィールドワークを取り入れた授業は、キャリアデザインⅡ・Ⅲの授業以外では、教
職科目の地理学（４単位）の中で、授業時間内に JR 岸辺駅・阪急正雀駅周辺地域と
JR 吹田駅周辺地域で２回実施している。
３） アンケート調査は、地理学、地誌学、キャリアデザインⅡ・Ⅲの受講生計₃₂名に実施
した。
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